











(Antonin Artaud, Oeuvres Comp／，企tes（以下 o.c.と略） VII, Paris, ed. 










































































































































































































































































































































































































































































2) Jonathan Pollock, Le Rire du Momo, Antonin Artaud et la litterature 






共通点は，アンリ・グイエが指摘している. Henri Gouhier, Antonin 
Artaud et !'esence du Theatre, Paris, J. Vrin, 1974, p. 28. またエヴリー
ヌ・グロスマンは，残酷を巡る哲学的叙述の代表的なものとしてショーベンハ
ウアーに言及している. Evelyne Grossman, Artaud, ≪ l'aliene 
Authentique ≫, Paris, Farrago, 2003, p. 162. 
ラ） イルシューの分離に関しては，この小説の補遺にアルトー自身の言及がある
（αc VI, p. 110-111.）ほか，ガリマール版全集にジャン・ポーランの詳細な解
説がある. O.C. VI, p. 414-419. 
6) Rene Guenon, Le Symboルmde la Croix, Paris, ed. Vega, 2007, p. 79 

















































































































20) Cammille Dumoulie, op. cit.リ p.6ラ．
21) このような苦痛は，アルトーが演出家として俳優に強いる苦しみでもあっ
た. 1946年の書簡で，彼はこう記している．「私に必要な俳優は，第一に存在
そのものである俳優であり，いわば，舞台においてナイフのー突きの真の感覚
を恐れない俳優，見せかけの（＝芝居の上での）苦しみであるにかかわらず彼
らにとっては絶対にリアルなものである分娩の苦しみを恐れない俳優なので
す．」 （O.C.Xl,p. 216.）力と交流しながら登場人物の様々な行為を演じること
で実際に生じる（その人物が感じたであろう）「悲しい」「つらい」といった感
情や情動，そしてとりわけその行為によって直接的に生じる「痛い」といった
感覚，それらに俳優は耐えなければならない．
また俳優の苦痛に関しては，本文で引用したテクスト「俳優を精神異常にす
18 
秩序と均衡を求めて
る（Alienerl’acteur）」の題名も示唆的である．苦しみながら演じる俳優は，
おそらく医者たちから見れば錯乱した精神異常者（＝ aliene）にしか見えない．
そして俳優をそのような状態に導くのは演出家のみであり，また医者を含めた
地上の権力者たちの支配から俳優を救い出すのも演出家をおいて他にはない．
ゆえに彼は逆説的に，演出家は俳優に演じさせることで（自分を苦しめた医者
たちのように）苦痛を与えて錯乱させ，人間としての権利を剥奪する（＝
aliener）必要があると考えていたのではないだろうか．おそらくそれは，アル
トーが最後にマニフェストとして表明した演出家の使命だ、った．
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